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線
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問 

10月から介護保険施設の利用者負担が改正されます。 10月から介護保険施設の利用者負担が改正されます。 
～「居住費」と「食費」は、自己負担になります ～ 

● 対象となる施設およびサービス 

特定入所者介護サービス費 平成17年8月15日現在 

改正前 

○ 介護老人福祉施設、介護老人保健施設、介護療養型医療施設の居住費と食費 
○ 短期入所生活介護、短期入所療養介護の居住費と食費 
○ 通所介護と通所リハビリテーションの食費 

　低所得の人の施設利用が困難とならないように、一定額以上は保険給付されます。所得に応じた負担限度額までを
自己負担し、残りの基準費用額（所得の低いかたに特定入所者介護サービス費を適用する場合に基準となる平均的な
費用額）との差額分は介護保険から給付されます。 

施設サービスの1割 食費の一部負担 ＋ 自己負担 ＝ 日常生活費 
（理美容代等） ＋ 

改正後 施設サービスの1割 居住費 
全　額 

食　費 
全　額 ＋ ＋ 自己負担 ＝ 日常生活費 

（理美容代等） ＋ 

健康長寿課（1内線131・132・133） 

※この表に記載されている金額以外に施設サービス費の1割が 
　自己負担となります。 居　　　　住　　　　費 

準  個  室 多  床  室 
食　　費 

従来型個室 対象者：軽減される段階に該当する人 

第1段階の人（生活保護受給者など） 1.0万円 

1.3万円 

2.5万円 

3.5万円 

1.5万円 

1.5万円 

4.0万円 

5.0万円 

0万円 

1.0万円 

1.0万円 

1.0万円 

1.0万円 

1.2万円 

2.0万円 

4.2万円 

第2段階の人（市民税非課税世帯者で年金額が80万円以下の人） 

第3段階の人（市民税非課税世帯者で年金額が80万円を超え266万円以下の人） 

○新 

○新 

負　担　限　度　額 

年金額が266万円を超えるかたは施設との契約により目安
として下記のとおり設定されます。ただし、施設によって
は日常生活費、特別な室料（特別な食費）がかかる場合が
あります。 

Ｉ
Ｔ
甲
子
園
開
催
（
8
月
3
〜
7
日
）

先
月
、(

財)

奥
越
地
域
地
場
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｔ
甲
子
園

本
選
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
か

ら
山
口
県
ま
で
全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た

１０
チ
ー
ム
が
勝
山
に
集
ま
っ
て
、「
平

泉
寺
の
自
然
と
歴
史
」
を
テ
ー
マ
に
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。

福
井
県
か
ら
は
勝
山
高
校
と
美
方
高
校

が
出
場
し
ま
し
た
。

当
日
は
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た

が
、
出
場
者
は
滝
の
よ
う
な
汗
を
か
き

な
が
ら
平
泉
寺
の
取
材
に
駆
け
回
っ
て

い
ま
し
た
。
杉
や
苔
、
遺
跡
の
写
真
や

映
像
は
も
ち
ろ
ん
、
中
に
は
地
元
の
か

た
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
て
情
報
を
集

め
て
い
る
チ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た
。

集
め
た
素
材
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
し

て
表
現
す
る
の
は
、
さ
ら
に
苦
労
し
た

よ
う
で
、
全
チ
ー
ム
が
独
自
性
の
あ
る

作
品
を
目
指
し
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て

い
ま
し
た
。

Ｉ
Ｔ
甲
子
園
本
審
査
会

8
月
２９
日
に
勝
山
市
教
育
会
館
で
Ｉ

Ｔ
甲
子
園
本
選
作
品
の
審
査
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
県
内
の
大
学
で
Ｉ
Ｔ
関

係
専
門
の
先
生
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作

成
会
社
の
代
表
の
か
た
に
審
査
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

4
泊
5
日
と
い
う
大
変
短
い
時
間
の

中
で
取
材
か
ら
作
成
ま
で
を
手
掛
け
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
審
査
員
を
う
な
ら
せ

る
作
品
が
多
く
、
一
人
一
人
の
意
見
を

聞
き
な
が
ら
慎
重
に
協
議
を
重
ね
ま
し

た
。
デ
ザ
イ
ン
や
文
章
力
、
技
術
力
な

ど
総
合
的
に
判
断
し
て
福
井
県
知
事
賞

以
下
各
賞
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
１０
月
３０
日
に
開
催

さ
れ
る
Ｉ
Ｔ
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

公
開
す
る
予
定
で
す
。

猛暑の中、現地取材

出来ばえを真剣に見つめる出場者

慎重協議の結果、賞が決定
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上水道業務状況 

延長増は、平泉寺第二地区営農飲雑用水施設等を無償 
譲受をしたため 

項　　　目 

給 水 人 口  

給 水 戸 数  

年間総配水量  

年間有収水量  

有 収 率  

導送配水管延長 

業　　務　　量 

22,000人 

6,431戸 

2,924,392m
3
 

2,517,121m
3
 

86.07% 

261,583.4m

前年度比 

－1.31% 

＋0.45% 

＋2.75% 

＋0.92% 

－1.56% 

＋28.38%

　
こ
れ
か
ら
の
勝
山
に

つ
い
て
市
民
の
み
な
さ

ん
と
市
が
意
見
交
換
す

る
「
市
民
対
話
集
会
」

が
8
月
３０
日
、
福
祉
健

康
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や

か
」
で
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
約
1
0
0
人
が
会
場
に
集
ま
り
、

少
子
化
対
策
や
行
財
政
改
革
、
市
町
村
合
併
な

ど
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

　
参
加
者
か
ら
は
、「
市
独
自
で
の
農
業
体
制

の
育
成
を
」、「
夏
祭
り
の
盆
踊
り
を
盛
り
上
げ

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
市
民
対
話
集
会
で
の
意
見
や
要
望
を

参
考
に
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
市
で
は
ご
希
望
に
よ
り
各
種
団
体
や

グ
ル
ー
プ
な
ど
を
対
象
に
し
た
対
話
集
会
も
開

催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
申
込
く
だ
さ
い
。 

○
市
民
対
話
集
会
の
開
催
に
つ
い
て 

と
　
き
　
9
月
２８
日
（
水
）
午
後
7
時 

と
こ
ろ
　
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー
「
す
こ
や
か
」 

テ
ー
マ
「
中
期
財
政
見
通
し
に
つ
い
て
」 

※
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

    

　
市
で
は
、
9
月
を
市
民
提
案
月
間
と
定
め
、

み
な
さ
ん
か
ら
広
く
市
政
に
関
す
る
ご
意
見
を

お
寄
せ
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
手
紙
の
用
紙
は
、
本
紙
に
折
り
込
み
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
活
発
な
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
の
受
け
付
け
も

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

  

ー
市
政
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
交
換
ー 

9
月
は
市
民
提
案
月
間
 

　
「
市
長
へ
の
手
紙
」
を
募
集
し
ま
す
 

市
民
対
話
集
会 

未
来
創
造
課（
1
内
線
2
3
1
） 

秘
書
・
広
報
課（
1
内
線
2
1
4
） 
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毎
年
良
質
で
低
廉
な
水
道
水
の
安
定
供
給

を
図
り
な
が
ら
勝
山
市
水
道
事
業
の
健
全
経

営
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
は
損
失

を
計
上
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
収
入
の

主
で
あ
る
水
道
料
金
収
入
に
お
い
て
は
、
夏

期
の
猛
暑
の
た
め
昨
年
よ
り
微
増
と
な
り
ま

し
た
。
一
方
支
出
に
お
い
て
は
、
事
務
諸
経

費
等
の
削
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

施
設
の
修
繕
等
が
増
え
て
お
り
、
経
営
は
厳

し
い
状
況
が
続
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
年
度
は
浄
土
寺
川
ダ
ム
負
担
金
、
取
水

施
設
に
至
る
管
理
道
路
の
整
備
お
よ
び
勝

山
・
丸
岡
線
若
猪
野
地
係
に
お
い
て
配
水
管

布
設
工
事
等
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
事
業
に

か
か
る
事
業
費
は
8
1
2
1
万
4
千
円
と
な

り
、
う
ち
水
道
水
源
開
発
施
設
整
備
事
業
浄

土
寺
川
ダ
ム
負
担
金
は
7
1
8
7
万
2
千
円

（
前
年
度
繰
越
分
8
9
6
万
円
、
当
該
年
度

分
6
2
9
1
万
2
千
円
）
と
な
り
ま
し
た
。

改
良
事
業
費
は
1
9
5
5
万
6
千
円
で
、

若
猪
野
水
源
地
第
1
号
ポ
ン
プ
取
替
、
立
川

水
源
地
、
笹
尾
ポ
ン
プ
場
、
赤
尾
配
水
池
の

水
道
施
設
遠
方
監
視
装
置
が
故
障
の
た
め
修

繕
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
度
の
総
配
水
量
は
2
9
2
4
千
立
方

メ
ー
ト
ル
（
前
年
度
比
2
・
７５
％
増
）、
1

日
最
大
配
水
量
は
平
成
１７
年
2
月
1
日
に
記

録
さ
れ
た
1
4
0
8
0
立
方
メ
ー
ト
ル
（
前

年
度
比
3
・
２３
％
増
）、
年
間
有
効
水
量
は

2
5
1
7
千
立
方
メ
ー
ト
ル
（
前
年
度
比

0
・
９２
％
増
）
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
有

効
水
量
増
加
の
要
因
は
夏
の
猛
暑
の
影
響
に

よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

総
事
業
収
益
3
億
2
7
5
1
万
2
千
円
、

事
業
費
用
は
3
億
4
5
0
8
万
3
千
円
、
こ

の
結
果
当
年
度
は
純
損
失
1
7
5
7
万
1
千

円
を
計
上
す
る
結
果
と
な
り
、
そ
の
補
て
ん

に
利
益
積
立
金
を
充
て
ま
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
収
入
に
お
い
て
は
企
業
債

を
含
め
て
8
1
4
3
万
4
千
円
、
建
設
改
良

費
や
企
業
債
償
還
金
な
ど
の
資
本
的
支
出
の

合
計
額
は
1
億
9
6
2
2
万
5
千
円
と
な

り
、
収
入
額
が
支
出
額
に
対
し
て
不
足
す
る

額
は
、
当
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
で
補

て
ん
し
ま
し
た
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
算
書
を
勝
山
市
立

図
書
館
に
備
え
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

拡

張

事

業

改

良

事

業

給

水

事

業

財

政

状

況




